
Ⅱ、
Ⅰより両成分とも濃度が高くなるほど効果は大くなる
しかし高濃度では人体に影響を及ぼす懸念がある
→先行研究を参考にしてヒノキチオールを0.1%に固定
し、硫化亜鉛を0.01％、0.1％1％と濃度を振って実験を
行った。またその逆も行った。

「ヒノキチオール＋亜鉛」でヒノキチオールの消毒液と
しての効果を上げ、アルコール過敏症の人でも使用でき
るものを作る

ヒノキチオールと亜鉛における
抗真菌活性について 都立戸山高校1年小穴梓沙

1，動機

4，実験方法 ６，考察

3，仮説

アルコール過敏症の人でも使用できる消毒液を作りたい
→ヒノキチオールに注目
【ヒノキチオール】
ヒノキなどから抽出される抗菌性の高い成分。亜鉛イオ
ノフォアとしての働きも注目されている
【亜鉛イオノフォア】

亜鉛

HK

細胞

ヒノキチオールなし ヒノキチオールあり

◎亜鉛は細菌などの細胞内に入るとその増殖を抑える１）

２）

→利用すれば効果の高い消毒液が作れる可能性がある2，目的

Ⅰ、ヒノキチオールと亜鉛がそれぞれ最大の効果を発
する濃度を探索

→濃度が上がるほど効果は高くなるのではないか
Ⅱ、ヒノキチオールと亜鉛の濃度の組み合わせを変え

て効果を確認
→亜鉛の濃度が高い方が効果も高くなるのではないか
Ⅲ、Ⅱの組み合わせの中で最も効果の高い組み合わせ

でパッチテストを行い人体に影響がないか確認

5，結果
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Ⅰ、
⑴培地に菌（今回は真菌の酵母を用いた）を均等に植
え、それぞれ濃度を変えたヒノキチオールと硫化亜鉛
を円形のろ紙にしみこませ培地の中央におく。
⑵インキュベーターで24時間培養する。
⑶現れた阻止円の半径の大きさによってヒノキチオー
ルと硫化亜鉛の抗菌性を数値化
※ヒノキチオールと硫化亜鉛ともに1％、5％、10%、
20%、50%、70%、100%の濃度で実験を行った。

◎阻止円の半径が大きくなる
ほど効果は高くなる

実験Ⅰではヒノキチオール、硫化亜鉛ともにグラフが右肩
上がりのものになった…①
実験Ⅱでは硫化亜鉛を固定しヒノキチオールの濃度を変動
させた場合が右肩下がりになった…②
①、②より
・ヒノキチオールと亜鉛の抗菌効果が亜鉛の濃度に依存し
ている可能性

・実験環境が統一されていなかった可能性
今後はより実験環境に注意し実験を行っていく必要がある

1、

ヒノキチオール(x軸は阻止円の半径) 亜鉛(x軸は阻止円の半径)

2 ⃣

ヒノキチオールの濃度を固定して
亜鉛の濃度を変動させた場合

亜鉛の濃度を固定してヒノキチオー
ルの濃度を変動させた場合


